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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 A 2106：2022 
 

メタルカーテンウォールの熱性能－ 

熱貫流率及び日射熱取得率の簡易計算 

Thermal performance of metal curtain walling-Simplified calculation method 

of thermal transmittance and solar heat gain coefficient 

 

1 適用範囲 

この規格は，カーテンウォール及びカーテンウォールにブラインド，スクリーンなどの日射遮蔽物が附

属した場合の熱貫流率及び日射熱取得率の簡易的な計算方法について規定する。カーテンウォールは，フ

レーム及びフレームに取り付けられたグレージング，不透明なパネル，又はその両者で構成される。カー

テンウォールにはメタル（金属）製のカーテンウォール及びプレキャストコンクリート（PC）製のカーテ

ンウォールがあり，この規格はメタル（金属）製のカーテンウォール（以下，カーテンウォールという。）

に適用する。 

この規格は，カーテンウォールの詳細断面が決定していない建築設計の初期段階（建築概要が決定され

る基本設計段階）及び設計変更段階において，入手可能な外皮情報での熱貫流率及び日射熱取得率を計算

し，カーテンウォールの設計及び建築物の省エネルギー性能評価に活用する簡易計算法である。一方，熱

貫流率の詳細計算法である JIS A 2105 は，建築の実施設計段階以降のプロセスにおいて，カーテンウォー

ルの詳細断面決定後に，建築物の省エネルギー実性能を把握するために使用するものである。 

計算には，次の項目を含める。また，フレーム，グレージング及びパネルのうち，二つの間の接合にお

ける熱橋を含める。 

－ 異なるタイプのグレージング［例えば，ガラス又はプラスチック，単板ガラス又は複層ガラス（低放

射率コーティングの有無，日射調整フィルムの有無，空気又は他の不活性ガスを封入した中空層があ

る。）など］ 

－ 熱遮断構造のあるフレーム，熱遮断構造のないフレーム 

－ 金属，ガラス，セラミック又は他の材料で覆われる種々の不透明パネル 

－ 様々なタイプの日射遮蔽物（ブラインド，スクリーン，その他日よけの効果のある附属物） 

日射遮蔽物を用いた場合の計算方法は，附属書 B による。また，代表的な板ガラス，スクリーン及び日

射調整フィルムの光学特性，並びに代表的なグレージングの日射熱取得率の参考値は，JIS A 2103 の附属

書 B を参照。 

なお，計算には，次の項目を含めない。 

－ ひさし（庇），袖壁など建物部位による日射遮蔽効果 

－ 漏気による熱移動 


